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「
故
郷
」「
春
の
小
川
」「
朧
月

夜
」
…
。
日
本
中
で
歌
い
継
が
れ

る
数
々
の
名
曲
を
残
し
、
専
修
大

学
な
ど
全
国
１
０
０
校
以
上
の
校

歌
を
作
詞
し
た
高
野
辰
之
（
１
８

７
６
～
１
９
４
７
年
）
の
業
績
を

紹
介
す
る
展
示
会
（
石
巻
市
・
石

巻
専
修
大
学
・
専
修
大
学
共
同
企

画
展
「
唱
歌
斉
唱

『
故
郷
』
の

作
詞
者
・
高
野
辰
之
の
生
涯
」
）

が
１２
月
１
日
か
ら
１６
日
ま
で
仙
台

市
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

宮
城
（
宮
城
県
民
会
館
）
で
開
か

れ
た
。

期
間
中
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
高

野
が
作
詞
し
た
唱
歌
や
校
歌
を
合

唱
す
る
記
念
演
奏
会
も
開
か
れ
、

多
く
の
人
が
訪
れ
た
。

校
歌
の
作
詞
者
で
あ
る
高
野
と

専
修
大
学
と
は
縁
が
深
い
。
ま
た

東
日
本
大
震
災
後
「
故
郷
」
が
よ

く
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
展

示
会
は
、
そ
ん
な
背
景
か
ら
高
野

の
作
品
や
生
涯
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
さ
れ
た
。

高
野
の
作
詞
活
動
に
関
す
る
資

料
や
、
創
作
ノ
ー
ト
、
手
紙
、
日

記
な
ど
約
８０
点
を
展
示
。文
学
・
演

劇
・
邦
楽
な
ど
日
本
文
化
の
研
究

者
と
し
て
の
業
績
も
残
し
た
高
野

の
知
ら
れ
ざ
る
素
顔
に
迫
っ
た
。

ま
た
、
石
巻
の
東
日
本
大
震
災

前
の
光
景
や
復
興
の
足
取
り
を
伝

え
る
写
真
も
展
示
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
９
日
に
同
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
た
。

「
高
野
辰
之
と
尋
常
小
学
唱

歌
」
を
テ
ー
マ
に
神
戸
大
学
名
誉

教
授
の
岩
井
正
浩
氏
（
近
代
音

楽
）
が
基
調
講
演
。
青
木
美
智
男

専
修
大
学
史
編
集
主
幹
を
進
行
役

に
、
岩
井
氏
と
板
坂
則
子
文
学
部

教
授
（
近
世
文
学
）
、
石
巻
専
修

大
学
の
近
藤
裕
子
理
工
学
部
特
命

教
授
（
作
曲
理
論
）
、
瀬
戸
口
龍
一

大
学
史
資
料
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
講

演
し
た
。

唱
歌
作
詞
者
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
高
野
は
、
そ
の
生
涯
を
国

文
学
研
究
に
さ
さ
げ
た
。
特
に
大

衆
に
人
気
が
あ
っ
た

が
「
俗
文
学
」
と
軽

視
さ
れ
た
歌
謡
や
近

松
門
左
衛
門
に
代
表

さ
れ
る
演
劇
な
ど
江

戸
期
の
文
学
に
光
を

当
て
た
功
績
は
大
き

い
。板

坂
教
授
は
「
高

野
は
江
戸
時
代
の
思

想
を
丁
寧
に
読
み
解

き
、
元
禄
期
を
中
心

と
す
る
江
戸
文
学
研

究
の
基
礎
を
築
い
た

人
物
で
、
そ
の
実
証

的
な
研
究
姿
勢
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
成
果

は
、
い
ま
だ
に
多
大
な
影
響
を
与

え
続
け
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
高
野
の
お
孫
さ
ん
、
芳
賀

綏
さ
ん
（
東
京
工
大
名
誉
教
授
・

国
語
学
者
）
が
ビ
デ
オ
で
登
壇
。

ら
い
ら
く

「
豪
放
磊
落
な
半
面
、
涙
も
ろ
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
教
え
子
や
家

族
な
ど
周
囲
に
無
限
の
愛
情
を
注

ぎ
、
気
持
ち
の
細
や
か
な
人
だ
っ

た
。
人
に
対
し
て
決
し
て
差
別
意

識
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
が

作
品
に
表
れ
て
い
た
と
思
う
。
学

問
も
作
詞
も
原
点
は
同
じ
。
学
は

人
な
り
、
芸
術
は
人
な
り
、
彼
の

人
間
性
抜
き
に
は
学
問
も
作
品
も

理
解
で
き
な
い
の
で
は
」
と
高
野

の
知
ら
れ
ざ
る
人
と
な
り
を
紹
介

し
た
。

記
念
演
奏
会
は
１
日
に
仙
台
市

の
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
で
、
ま
た

１５
日
に
は
石
巻
専
修
大
学
で
８
団

体
が
出
演
し
て
開
か
れ
た
。

「
故
郷
」
「
春
の
小
川
」
な
ど

を
披
露
。
素
朴
で
美
し
い
歌
詞
と

旋
律
に
、
聴
衆
は
聴
き
入
っ
た
。

演
奏
グ
ル
ー
プ
は
以
下
の
通
り
。

▽
仙
台
放
送
合
唱
団
▽
水
明
ハ

ー
モ
ニ
ー
▽
茶
畑
男
声
合
唱
団
▽

専
修
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
石
巻

合
唱
連
盟
▽
石
巻
マ
ン
ド
リ
ー
ノ

▽
石
巻
専
修
大
学
合
唱
部
▽
石
巻

市
民
交
響
楽
団

６
０
０
頁
を
超
え
る
大
著
で

あ
る
。
伝
記
的
叙
述
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
酒
井
勝
軍
と
は
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
を
生
き
た

キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
思
想
家
で

あ
る
。
日
本
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が

あ
っ
た
、
モ
ー
セ
は
日
本
に
渡

来
し
た
、
日
本
と
ユ
ダ
ヤ
は
同

じ
祖
先
を
も
つ
と
い
っ
た
奇
説

を
唱
え
、
日
本
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ

ム
の
根
幹
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

こ
の
「
異
端
」
の
思
想
家
を

分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
著
者

は
「
神
秘
主
義
は
教
養
で
あ

る
」
（
ま
え
が
き
）
と
挑
発
す

る
。
倦
（
う
）
む
こ
と
な
く
本

書
を
読
み
進
め
て
い
け
ば
、
こ

れ
が
キ
リ
ス
ト
教
的
教
養
を
ベ

ー
ス
と
し
て
酒
井
の
オ
カ
ル
ト

思
想
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

象
徴
的
に
語
っ
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
同
時
に
神
秘
主
義
研

究
を
「
き
わ
も
の
」
に
せ
ぬ
た

め
の
ぎ
り
ぎ
り
の
ス
タ
ン
ス
を

表
明
し
て
い
る
こ
と
に
も
思
い

い
た
る
で
あ
ろ
う
。
（
学
研
・

本
体
３
８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
く
め
・
ま
さ
ふ
み
）

∥
商
学
部
非
常
勤
講
師
。
総
合

科
目
（
精
神
世
界
論
）
担
当

本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
で
公
民
権
獲
得

の
た
め
に
生
き
た
ア
フ
リ
カ
系

ア
メ
リ
カ
人
女
性
ウ
ィ
ン
ソ
ン

・
ハ
ド
ゥ
ソ
ン
に
よ
る
回
想

を
、
ク
エ
イ
カ
ー
教
組
織
な
ど

の
活
動
に
関
わ
っ
た
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
女
性
コ
ン

ス
タ
ン
ス
・
カ
リ
ー
が
ま
と
め

たM
ississippi

H
arm

ony

の
全
訳
で
あ
る
。

ウ
ィ
ン
ソ
ン
・
ハ
ド
ゥ
ソ
ン

の
生
ま
れ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、

南
北
戦
争
後
に
ア
フ
リ
カ
系
ア

メ
リ
カ
人
の
集
落
と
し
て
作
ら

れ
今
日
に
至
る
。
本
書
は
６
章

構
成
で
、
奴
隷
制
を
語
る
ア
ン

ジ
ェ
祖
母
ち
ゃ
ん
の
話
か
ら
始

ま
り
、
人
種
統
合
・
選
挙
登
録

・
幼
児
教
育
や
福
祉
な
ど
１
９

５
０
年
代
末
か
ら
９０
年
代
に
か

け
て
ウ
ィ
ン
ソ
ン
ら
に
よ
る
日

常
的
な
闘
い
が
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
か
が
、
一
人
称
で
綴

ら
れ
て
い
る
。
（
彩
流
社
・
本

体
２
５
０
０
円
＋
税
）

訳
者
（
ひ
ぐ
ち
・
は
ゆ
み
）

∥
文
学
部
教
授
。
主
な
担
当
は

「
ア
メ
リ
カ
の
人
種
と
政
治
」

１９
世
紀
か
ら
２０
世
紀
初
頭
に

か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
で
、
市
場

経
済
に
お
け
る
個
人
の
孤
立
化

と
窮
乏
化
を
前
に
、
社
会
の
再

構
築
は
い
か
に
進
め
ら
れ
た
の

か
。
本
書
は
工
業
化
と
社
会
的

保
護
の
観
点
か
ら
フ
ラ
ン
ス
資

本
主
義
を
検
証
し
た
。

１
８
４
１
年
児
童
労
働
法
を

め
ぐ
る
生
産
と
福
祉
、
ア
ル
ザ

ス
地
方
に
お
け
る
パ
テ
ル
ナ
リ

ス
ム
（
経
営
家
父
長
主
義
）
の

成
立
と
展
開
、
ル
・
プ
レ
ェ
学

派
の
パ
ト
ロ
ナ
ー
ジ
ュ
論
と
社

会
改
革
な
ど
に
つ
い
て
論
述
し

て
い
る
。
（
日
本
経
済
評
論
社

・
本
体
４
８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
さ
い
と
う
・
よ
し
ふ

み
）
∥
経
済
学
部
准
教
授
。
主

な
担
当
は
「
西
洋
経
済
史
」

創
作
ノ
ー
ト
な
ど
展
示

シ
ン
ポ
や
合
唱
演
奏
会
も

創
作
ノ
ー
ト
な
ど
展
示

シ
ン
ポ
や
合
唱
演
奏
会
も

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

産
業
と
福
祉
１
８
１
５
ー

１
９
１
４

▲ 復興応援歌「こ

とば」を披露し

た近藤石巻専大

特命教授

高野辰之の人生に迫る

近松など江戸�俗文学�に光

齊
藤

佳
史
著

作
詞
者
、国
文
学
者
の
高
野
の
業
績
と

人
と
な
り
を
紹
介
～
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
異
端
」
の
伝
道
者

酒
井
勝
軍

▲ 講演する板坂

教授

石
巻
専
修
大
学
と
仙
台
で
記
念
演
奏
会

▶

日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長
、

坂
田
隆
石
巻
専
大
学
長
ら
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

「故郷」「専修大学校歌」など作詞

久
米

晶
文
著

▲ 初日の来場者でにぎわう企画展会場

▲ 左から瀬戸口、近藤、板坂、岩井、青木の

各氏（シンポジウムで）

▶

仙
台
放
送
合
唱
団

ア
メ
リ
カ
黒
人
町

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
物
語

知
ら
れ
ざ
る
公
民
権
の
闘
い

▲ 石巻市民交響楽団

樋
口

映
美
訳

▶

石
巻
専
修
大
学
合
唱
部

愛
情
豊
か
、
豪
放
磊
落
…
作
品
に
そ
の
人
間
性
が
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